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CASBEE 対応型生物多様性簡
易評価ツール ｢いきものプラス｣
の開発

1．はじめに

生物多様性の保全と持続的な利用に対する社会的な要
求が高まる中，建築物の緑化や建物外構緑地の計画・設
計や維持管理においても生物多様性への配慮が求められ
つつある．
こうしたニーズに応えるためには，建築計画や設計案

等を生物多様性の観点から評価する手法が必要である．
既に生物多様性の認定・認証制度として（公財）都市緑
化機構の「社会・環境貢献緑地評価システム」や㈶日本
生態系協会の「ハビタット評価認証制度（JHEP）」など
があり，一部の建設会社においても建築計画・設計を支
援し，顧客への提案を目的とした独自の生物多様性評価
手法を開発している．
筆者らは，わが国の建築設計評価システムとして最も

普及している CASBEE（建築環境総合性能評価システ
ム）における生物多様性関連評価項目に着目し，生物多
様性への取組みを短時間で簡易に評価できるツール「い
きものプラス」を開発した．本稿では，その概要を報告
する．
なお本ツールは，当社を含め㈱安藤・間，㈱淺沼組，

㈱鴻池組，西武建設㈱，㈱錢高組，東亜建設工業㈱，三
井住友建設㈱の建設 8社で共同開発したものである．

2．ツールの構成

本ツールは，「2010年版 CASBEE-建築（新築 -簡易版）」
における建築物の環境品質（Q）および建築物の環境負
荷低減性（LR）の生物多様性に関する評価項目に対応
しており，設計案の評価機能と関連データを表示する付
加機能を有している（図－ 1）．

3．ツールの機能

（1）設計案評価機能
本ツールの「設計案評価システム」を用いて，設計案

または設計イメージに沿って緑化面積等の数値を入力し
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図－ 1　「いきものプラス」TOP画面

図－ 2　設計案数値入力画面（一部）

図－ 3　語句選択型設計案入力画面（一部）

図－ 4　設計案採点結果表示画面

（図－ 2），あわせて生物多様性に関する取組み内容を選
択すると（図－ 3），「CASBEE対応型評価点」と「いき
ものプラス評価点」の 2種類の評価点が得られる（図－
4）．前者は CASBEEの評価基準に合わせて設計案と取
組み内容を点数評価したものであり，後者は生物多様性
に関する独自の観点から同じ評価項目の重み付けを変え
て点数評価したものである．
この評価機能を利用することで，設計者は原設計案を
評価し，より評価が高くなるように設計変更案を考案・
検討することができる．
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（2）付加機能
付加機能には，以下のメニューがある．これらの付加
機能を利用することにより，原設計案の緑化面積を見直
したり，植栽に用いる樹種等を検討することができる．
また，計画地に誘致できる可能性のある鳥類・蝶類がわ
かり、顧客にビジュアルに提案することができる．
①敷地や建物に対する推奨緑化面積の表示（図－ 5）
② 植物種とそれに誘引される動物（鳥類，蝶類）の代表
的な種との生物間ネットワークの表示（図－ 6）

③ 計画地の潜在自然植生の情報に基づく「推奨植栽植物
種」の表示（図－ 7）

④ 計画地に誘致される鳥類の代表的な種（誘致種）の表
示（図－ 8）

注 ）：②～④の機能は，現在は東京 23 区のみを対象とし
ている．

4．おわりに

建築物における生物多様性への配慮に対する要求は，
今後も徐々に高まっていくことが予想される．こうした
状況に対応する一助として，本ツールを建築計画・設計
や生物多様性に関心の高い顧客への提案に積極的に活用
したいと考えている．
なお，本ツールの付加機能のうち東京 23区に限定さ
れている機能については，本年中に対象範囲を関東圏に
拡大することを予定している．

図－ 5　 推奨緑化面積表示画面

図－ 6　生物間ネットワーク表示画面

図－ 7　推奨植栽植物種表示画面

図－ 8　誘致種表示画面


